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部皮質の外骨膜の血流低下が想定された。そして，こ
の部のX線像では骨皮質の葬薄化があり，組織学的に
は全周にわたり外骨膜下骨皮質の吸収が著明であった。
一方鹿骨骨幹部では前外側部の外骨膜の血流量は増加
しており，この部ではX線学的にも組織学的にも骨形
成が観察された。以上のことは骨皮質の外骨膜面で血
流が豊富になれば骨形成が充進し，逆に減少すると骨
皮質は吸収されていくことを示している。骨皮質の内
骨膜面の反応を髄内血流量の変化と対比させてみると，
骨髄内の血流量が増加した大腿骨骨幹部では内骨膜面
より髄内に向かつて著しい骨形成が全体にわたってみ
られ， X線学的にも不規則な骨梁構造となって出現し
ていた。しかし，血流が著しく低下した腔骨骨幹部骨
髄ではその減少の程度に応じて様々な骨髄組織の壊死
がみられたが，内骨膜面では骨吸収も骨形成もみられ
なかった。これらのことから，内骨膜面においては血
流の増大により外骨膜と同様に骨形成が刺激されるこ
とは明らかであるが，一方血流の著しく低下した場合
には外骨膜面ほどの明かな反応は示さなかったことか
ら，血流と骨のリモデリングの関係は外骨膜面と内骨
膜面では異なることが示唆された。
実験的に血流障害を作成しても側副血行路が発達し
てくるため，その血流障害をある期間持続させること
は極めて困難である。しかし，本実験系では緊縛部以
下の骨や骨周囲の血流の減少や増加が少なくとも 2週
間持続することを確認している。それでこの 2週間続
いた血流の異常で発生した骨変化のうち成長軟骨帯に
関連した骨長径の成長異常や，骨皮質内外骨膜面の血
流増大と骨形成は従来の報告と一致するものであった。
しかし，外骨膜の血流減少に伴う骨吸収と骨髄内血流
減少に伴う骨の無反応ということは今までは云われて
いない事であり，これらは今後，骨の肥厚や吸収のメ
カニズムにおける解明の糸口となるであろうと考えら
れる。
論文審査の結果の要旨
植松伸久は，昭和56年 3月長崎大学医学部を卒業，
昭和58年 6月より平成元年3月まで長崎大学医学部研
究生となった。その間長崎大学医学部附属病院研修医，
長崎労災病院，高知県立西南病院，国立嬉野病院，長
崎市民病院医員，高知県立病院副医長として現在に至
っている。植松は，平成 2年 4月11日「血流量の変化
が骨組織に及ぽす影響に関する実験的研究」を主論と
し，参考論文 3篇をそえて医学博士の学位を申請した。
長崎大学大学院医学研究科委員会は内容の要旨を検
討し，研究経歴を審査し，受理して差し支えないもの
と認め上記の通り審査委員を選定した。
委員は主査を中心として慎重審査し，論文の要旨な
らびに審査の結果を平成 2年 5月23日の定例委員会で
報告した。
植松は，骨髄および骨周囲組織の血流量を変化させ
ることによって骨はいかなる反応を示すかを知ること
を目的として研究を行った。生後 7週目の日本白色系
家兎5羽を対象とし，左鼠径部にて大腿動静脈を結悲
し，さらに糸ゴムを同大腿の皮膚外に一周させて 7kg
の力で緊縛した。 2週間飼育後，水素クリアランス法
にて骨髄および骨周囲組織の血流量を合計8ヶ所の部
位で測定し，屠殺後緊縛部以下のX線学的および組織
学的検索を行った。本実験方法によって，血流量は大
腿では骨幹部骨髄で増加，外側広筋や遠位骨端部およ
び骨幹端部の骨髄で減少，下腿では腔骨近位部骨髄で
極端な減少あるいは停止，腔骨外骨膜で増加という特
徴的な血流異常を発生させることができた。このよう
な血流の異常は第一に成長軟骨帯の機能に影響を及ぽ
し，大腿骨や腔骨の長軸方向の成長障害が出現した。
血流の異常に起因する第二の骨変化は骨皮質の内骨膜
側や外骨膜側にみられた骨形成像であり，外骨膜面に
おいては血流が豊富になれば骨形成が克進し，逆に減
少すると骨皮質は吸収されていくことを示している。
一方内骨膜面においては血流の増大により外骨膜と同
様に骨形成が刺激されることは明かであるが，血流の
著しく低下した場合には外骨膜面ほどの明かな反応は
示さなかったことから，血流と骨のリモデリングの関
係は外骨膜面と内骨膜面では異なることが示唆された。
本実験系では緊縛部以下の骨や骨周囲の血流の減少や
増加が少なくとも 2週間持続することを確認しており，
この血流の異常で発生した骨変化のうち成長軟骨帯に
関連した骨長径の成長異常や，骨皮質内外骨膜面の血
流増大と骨形成は従来の報告と一致するものであった。
しかし，外骨膜の血流減少に伴う骨吸収と骨髄内血流
減少に伴う内骨膜の骨の無反応と云うことは今までに
は云われていない事であり，これらは今後，骨の肥厚
や吸収のメカニズムにおげる解明の糸口となるであろ
うと考えられる。
研究科委員会は上記の通り審査委員を設定したので
委員は主査を中心に慎重審査の結果，平成 2年 5月27
日の定例委員会に付議し審査の結果，本論文は学位に
値するものとして承認された。
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